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事例●１１ 株式会社岩野商会(長野県長野市) 

 

 

 

若手技能者を企業内訓練校で育成、 
処遇改善や社内活動等により定着促進 

＜ポイント＞ 

▼(株)岩野商会は、内装業に特化した企業内訓練校を運営 

▼「専門工事業者にとって技能は宝」「（社員として）定年まで勤めてもらえる企業に」と

の先代社長の願いを実現するために訓練校を設立 

▼人材育成に留まらず、自社の広報のみならず、建設業全体のＰＲに向けたCM放送、

ソフトボール部の活動支援、退職金制度の充実など、企業のイメージアップと入職・

定着促進のための多彩な活動を展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景と動機 

バブル期の職人の養成は、当時、社会的ニーズが低く、３K、５K と言われた業界に

おいて定着率も低く、技能レベルにバラツキがあった。バブル後の低成長期において、

OJT 教育と OFF－JT 教育を組み合わせることにより、技能習得の平準化を目指すとと

もに、将来を見据えた人材育成を行うこととした。職人を使い捨てにしたくないという先

代社長の思いが強く影響している。 

概要と成果 

昭和 55 年に労働省より「岩野高等職業訓練学園」として認定。平成元年、長野県知事

認可職業訓練法人「岩野高等職業訓練協会」設立。中央職業能力開発協会等と連携し、

現在は「岩野建設専門技能訓練学園」として、長野、松本、金沢の 3 校で人材育成する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【苦労･工夫した点】かつては離職者も多く、新卒者の採用にも苦戦したため、、会社や業界

のイメージアップが必要と考え、。職人が出演するテレビ・ラジオ CM やリクルート用 DVD

の配布を行い広報を行った。また、一度採用活動を中断すると学校側が自社への入職支

援に積極的でなくなることから、継続的な働きかけが重要であると認識している。その際

に、自社の処遇改善への取組や入職後の人材育成等にも関心が高く、安定採用へ貢献。

岩野職業訓練学園内の実技室でタイル張りの訓練

を行う若手技能者 

POINT 

座学を勉強する学園内の教室 

ソフトボール部「ロックフィールダーズ」結成のポス

ター。23 名の部員のイラストも掲載されている 若年者へのリクルート 

 

職人が出演するテレビとラジ

オ CM を放送。高校等へリクル

ート用 DVD の配布、現場見学

会を通じて、職長から内装業の

仕事を紹介する等、入職促進

活動に力を入れている。 

・27 年度（26 年 3 月卒）の採用は高卒（職人）10 名、大卒
（営業）2 名と順調である。28 年度（27 年 3 月卒）は高卒
（技能職）5 名、大卒（営業）を 3～4 名、計 10 名前後を
採用予定。 

・「会社の CM をテレビでみたよ」等の声もあり、会社のイ
メージアップ、学生や両親に会社を知ってもらえるきっ
かとなっている。 

・後輩から「是非、岩野商会に入社したい」と既に入社し
た先輩を通じての打診件数も増えてきている。 

成
果

株式会社岩野商会 

所 在 地／長野県長野市大字北長池 2051 番地 

TEL：026-263-7000 

FAX：026-263-7004 

資 本 金／9,600 万円 

従業員数／380 人 

Ｕ Ｒ Ｌ／http://www.iwano.co.jp/ 

PROFILE 

職業訓練学園 

 

岩野建設専門技能訓練学園
には、「インテリアサービス科」
および「防水施工科」を設けて
いる（入社後 4 月からの１年
間）。その成果は、2 月の技能
照査で評価。合格すると技能
士補の資格が与えられる。 

・訓練学園の卒業生は、退職者も含めて延べ 580 人、在

職者のうち卒業生は 100 人強。直近 3 年間では卒業生

20 数名のうち、退職者は 1 名のみ（入社直後の退職）。

・OJT だけでなく、OFF-JT も組み入れて１年間学習する

ことにより、技能習得の平準化を実現。 

成
果

処遇改善と社内活動の充実

 

固定月給、賞与、週休二日

制、退職金制度等を導入。更

に職員の昇進モデルを提示。

労働組合も以前からあり、労使

懇談会を 2 ヶ月に一度開催。ま

た、ソフトボール部を設立、社

内報の配布、新人研修会の開

催等、社内活動を支援。 

・固定月給制等の処遇改善により、独立よりも定年まで
勤めたいとする者が多数。労働組合との懇談会等を通
じて、経営状況等を共有、過去に退職金制度の見直し
を行おうとした際にも、労使間の信頼関係により改定す
ることができた。今後は業績改善を受け、給与等、職員
の努力に報いていく。また、社内報の配布、新人研修
会（年 5 回開催）等により、職員間のコミュニケーション
を活発化。 

・昨年、ソフトボール部は準優勝、部員間の団結が生ま
れた。社内活動により、若年者が安心して働ける環境
作りに成功。仕事に対しても、やる気や責任感を持って
臨むようになり、処遇改善等と併せて定着促進に貢献。

成
果
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認定職業訓練の実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練生は社員として給料をもらいながら 1 年間の訓練に取り組む。訓練は体系的に学

ぶことと、知識が大事であることを学ぶことを目的としている。 

【訓練内容】基本は床材、壁装（クロス）、インテリアサービス。 

【スケジュール】講義は毎週、木曜日と金曜日、午前中は座学、午後は実技。座学は 2 日間だ

が、残りは 800 時間の現場実習。忙しいと座学がおろそかになるため、それは

崩さないようにしている。 

【 指 導 員 】座学は外部の１級建築士に依頼。現場実習は一人ずつ職長について行う。 

【成果の測定】4 月からの 1 年間、学科と実技を学び、その成果は 2 月の技能照査で評価す

る。合格すると技能士補の資格が与えられる。 

【育成方針】訓練生は即、現場の戦力とはしない。現場実習において訓練生は施工体制

人員から外している。このことにより、作業効率よりも育成に力点を置いた指

導ができるし、現場の生産性への影響もない。事故を起こさせないために車

の運転もさせない。 

【 教 材 】使用教材は、「壁装」、「床仕上げ施工科テキスト プラスチック床材編」、「建築

概論」、「建築生産概論」、「建築（1）」～「建築（5）」、「建築製図」等 

【 助 成 金 】活用している助成金は、認定職業訓練助成事業費補助金、キャリア形成促進

助成金等 

 

 

《参考 1》岩野職業訓練学園のカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【座学】   

科目 担当 時間 

基
礎
学
科 

建築概論 講師・指導員 30

建築生産概論 講師・指導員 20

室内装飾概論 講師・指導員 40

建築構造 講師・指導員 40

建築製図 講師・指導員 30

安全衛生 講師・指導員 20

関係法規 講師・指導員 20

ISO 品質システム 講師・指導員 10

合計   210

専
攻
学
科 

インテリア計画 講師・指導員 20

材料 講師・指導員 30

施工法 講師・指導員 50

仕様及び積算 講師・指導員 20

合計   120

【実技】   

科目 担当 時間 

基
礎
実
技 

測定基本実習 講師・指導員 30 

機械操作基本実習 指導員 35 

製図基本実習 講師・指導員 35 

安全衛生作業法 指導員 20 

合計   120 

専
攻
実
技

インテリア製図実習 講師・指導員 80 

インテリア施工実習 指導員 260 

器工具使用法 指導員 40 

合計   380 

選択
実技

作業の段取実習 指導員 80 

施工作業の実習 指導員 500 

合計   580 

    

総訓練時間    1410 

 
現状の課題（現在、取組を実施する上で苦労している課題） 

現在、業界全体で若手技能者の育成を行う意識が薄い状況。内装業界は、一人親方等の小規模なところが多く、個者での人

材育成は困難。また、育成しても早期に離職してしまう等の理由により、入社後の人材育成に消極的な企業も少なくはない中

で、岩野商会は、協力会社の親族を岩野商会に入社させ、職業訓練を実施、2～3 年の経験を踏まえ、技能を習得した後、二

次以下の親族会社に戻ることも有効な人材育成と考えている。岩野社長は、「この業界に残ってさえくれれば、業界全体のボ

トムアップに繋がる。」と考えている。 
所属する団体の参加企業とともに、今後、岩野商会の職業訓練校の活用等、人材の確保・育成について検討している。個者

では難しい人材育成を、業界全体で考えることが必要。 
 

●業務職昇進コース 

●技能職昇進コース 


